
東武野田線（野田市）連続立体交差事業再評価

千 葉 県

１．事業概要
２．事業の進捗状況
３．事業の必要性
４．事業投資効果（費用便益分析）
５．今後の対応方針
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（１）事業目的

①踏切による事故や交通渋滞の解消

②消防・救急活動の迅速化

③駅前広場の整備や周辺市街地整備などの

関連事業とあわせ、

将来のまちづくりに大きく寄与

１．事業概要

－２－

この事業は、東武野田線の清水公園駅付近か

ら梅郷駅付近にかけて約２．９ｋｍの鉄道を高

架化し、既存の１１箇所の踏切を除却するもの

です。



平成１７年８月都 市 計 画 決 定

１６箇所 うち都市計画道路４路線立体交差する道路

愛宕駅、野田市駅高 架 化 す る 駅

約３５３億円(都市側負担 約３２４億円

鉄道側負担 約２９億円）
総 事 業 費

平成１９年度～平成２９年度事 業 年 度

１１箇所除 却 踏 切 数

２，９０５ｍ事 業 延 長

清水公園駅～梅郷駅間事 業 区 間

千葉県事 業 主 体

東武野田線（野田市）連続立体交差事業事 業 名

（２）事業概要
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〔事業概要図〕
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③踏切(愛宕駅付近)

⑧踏切(野田市駅付近)

野田市

高架化される駅

除却される踏切

ボトルネック踏切

連立事業区間

在来線

主要な道路



〔施行手順〕

－５－

ＳＴＥＰ１：仮線を構築 ＳＴＥＰ２：既設線から仮線に切替

ＳＴＥＰ３：跡地に高架橋を構築 ＳＴＥＰ４：仮線から高架橋に切替

〔標準断面〕

5.8m

6～8m

鉄道本線仮線



（３）事業経緯

平成12年度 （着工準備採択）

平成17年度（H17.8） 都市計画決定

平成19年度（H20.3） 都市計画事業認可

平成20年度（H20.7） 東武鉄道と事業に関する施行協定を締結

平成20年度（H20.8） 野田市と費用負担に関する覚書を締結

平成20年度（H20.11） 用地測量及び準備工事に着手

平成29年度 事業完了予定
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２．事業の進捗状況

高架化される駅

ボトルネック踏切

連立事業区間

在来線

主要な道路

－７－

【進捗率：約４％ 】
約13.7億円／約353億円
＝3.9％

※総事業費ベース(H20)



３．社会経済情勢等

〔ボトルネック踏切の分布状況〕

･･･ボトルネック踏切

ボトルネック踏切は都心に近い東葛飾地
域・葛南地域に多く分布。（県内４６箇所）

※「ちばのみち」平成１８年度達成度報告書より

野田市には

２箇所存在

－８－

（１）道路交通状況

※ボトルネック踏切
ピーク時における踏切遮断時間が40
分以上、または、1日あたりの踏切
交通遮断量（交通量×遮断時間）が
5万台時を越える踏切



〔連立事業付近の交通量〕

－９－

【Ｈ１１】 【Ｈ１７】 （単位：台／日）

：連立事業区間、 ：ボトルネック踏切 ：連立事業区間、 ：ボトルネック踏切

（単位：台／日）

主要地方道つくば野田線は15％増加。

増加



〔旅行速度－つくば野田線〕

平
日
〔
上
り
〕

平
日
〔
下
り
〕

上り方向

下り方向

：ボトルネック踏切

：ボトルネック踏切

資料：千葉県プローブデータ（平成１９年度）

主要地方道つくば野田線では、ボトルネック踏切付近で旅行速度が低下。
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（２）踏切遮断時間等
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高架化される駅

除却される踏切

ボトルネック踏切

連立事業区間

在来線

踏切
番号

自 動 車 交 通 量
踏 切
遮 断 時 間

踏 切 交 通
遮 断 量

最 大 渋 滞 長

(台/日) (時/日) （ｍ）

① － － － －

② 2,960 5.04 14,918 40

③ 14,169 5.14 72,829 910

④ 889 5.31 4,721 30

⑤ 6,058 5.36 32,471 150

⑥ 235 5.54 1,302 10

⑦ 1,866 5.97 11,140 100

⑧ 9,904 5.71 56,552 360

⑨ 407 4.51 1,836 20

⑩ 5,539 3.62 20,051 90

⑪ － － － －

42,027 5.13 215,819 1,710

（台時／日）

計 平均
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（３）踏切事故件数について（H16～H20）

高架化される駅

除却される踏切

ボトルネック踏切

連立事業区間

在来線

H16
H18

H20

死亡事故

負傷事故

物損事故
0

1

2

3

4

5

件数

年度

野田線159号

③

H16
H18

H20

死亡事故

負傷事故
物損事故

0

1

2

3

4

5

件数

年度

⑧

野田線168号

H16
H18

H20

死亡事故

負傷事故
物損事故

0

1

2

3

4

5

件数

年度

⑩

野田線170号

H16
H18

H20

死亡事故
負傷事故
物損事故

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

件数

年度

全踏切

総事故件数19件
内負傷事故 1件
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愛宕駅東第一土地区画
整理事業（施行中）

約1.1ha 野田市駅西土地区画整
理事業（施行中）

約6ha

（３）関連する他事業

－１３－

高架化される駅

連立事業区間

関連街路（整備済）

関連街路（事業中）

関連街路（事業区間）

土地区画整理事業

関連街路整備事業
路線番号 路線名 事業主体事業認可

愛宕駅東第１土地区画整理事業 組合 H15

野田市駅西土地区画整理事業 野田市 H18

3・4・27
愛宕駅東駅前線
（駅前広場3,500m2）

野田市 H18

3・4・28 愛宕駅西駅前線 野田市 H19

3・4・4 堤台柳沢線 野田市 H16



〔航空写真〕
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至梅郷駅
至清水公園駅



（費用便益分析）４．事業投資効果

関連道路整備費・維持管理費

連続立体交差事業

（都市側負担のみ）

便 益 費 用

移動時間短縮便益
（自動車）

移動時間短縮便益
（歩行者・自転車）

走行経費減少便益

交通事故減少便益

＞

Ｂ／Ｃ≧１．０

○社会費用便益比

Ｂ／Ｃ＝（プロジェクト便益の現在価値）÷（プロジェクト費用の現在価値）

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）の内容〕
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〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）〕

便

益

費

用

Ｂ／Ｃ≒１．２

約３５４億円

約３０７億円

－１６－

（単位：億円）

（単位：億円）

277.4 29.5

0 100 200 300 400

連続立体交差事業費 関連道路整備費・維持管理費

284.3

4.1

56.6 9.1

0 100 200 300 400

移動時間短縮便益（自動車）
移動時間短縮便益（歩行者・自転車）
走行経費減少便益
交通事故減少便益



再評価時との比較

再評価時の概要 再々 評価時の概要

再評価実施年度 平成１６年 再々 評価実施年度 平成２１年

供用開始年度 平成２７年度 供用開始年度 平成２９年度

総費用 ３１０億円 総費用 ３０7億円

総便益 ６９６億円 総便益 ３５４億円

Ｂ／Ｃ ２．２ Ｂ／Ｃ １．２
－１７－



連続立体交差事業の費用便益分析マニュアル（案）
新旧比較表

増減

評価期間 40年 50年 ＋10年

車種別

時間価値
原単位

乗用車
62.86

円/分・台
乗用車

40.10円
/分・台

36%減

歩行者・

自転車
時間価値
原単位

35.60
円/分・人

25.57
円/分・人

28%減

走行経費
減少便益

車種別
走行経費
原単位

16.09
円/台・km

23.57
円/台・km

46%増

死亡事故
36,163
千円/人

死亡事故
245,674
千円/人

579%増

負傷事故
1,532

千円/人
負傷事故

1,378
千円/人

10%減

物的損害
518

千円/件
物的損害

469
千円/件

9%減

H16マニュアル H20マニュアル

移動時間
便益

交通事故
減少便益

損害額の
原単位

項目
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○ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．２であり、事業投資効

果が見込める。

【今後の対応方針】

－１９－

○ 愛宕駅第一土地区画整理事業及び野田市駅西

土地区画整理事業が施行中であり、野田市の中心

市街地の再生に向け、官民一体のまちづくりへの

取り組みが進んでいる。

○ 本事業は、交通渋滞の解消等と共に、計画的な

街づくりの一翼を担う事業として不可欠である。

継続
【理由】


